
●はじめに

造礁サンゴは有性生殖によって生まれたポリプが、

ほぼ完成するとまもなく無性生殖により娘ポリプを

つくり始め、それらが結合しあって群体をつくる。

台風などによって折れたサンゴの一部が基盤に再び

固着し、そこからポリプを増やしていることもよく

見られる (Bothwell 1981)。このような性質を利用

し、海外では1980年代、日本では1990年代から、サ

ンゴ断片を大量に移植してサンゴ礁を修復しようと

する事業が行われるようになった。

移植を行うに当たり、移植した断片がいち早く基

盤に固着することが、その後の損失率や成長率にとっ

て大変重要と考えられる。しかし、移植に適する基

盤に関しては、石炭灰コンクリートとコンクリート

ブロックで移植サンゴの固着率を比較した池田・岩

尾 （2001）の報告にとどまり、どのような基盤に

固着し易いのかは判明していない。そこで本実験で

は、移植したサンゴ断片の各基盤への固着率と移植

後の損失率等から、移植に適する基盤を推定した。

●材料と方法

1999年8月15日、沖縄県慶良間列島阿嘉島のマジャ

ノハマ、水深３-3.5mの地点において各種基盤の設

置と移植を行った。移植の基盤には、当時幼生の着

底実験に使用されていたフェライトコンクリートと

素焼きのタイル、海中構築物によく利用されている

コンクリートブロックと鉄、自然のサンゴ岩の欝種

類を用いた。フェライトと素焼きタイルには予め陸

上で穴を開けておき、そこに釘を打ち込んで海中へ

設置した。コンクリートブロックには作製する際に

L字型金具と移植断片に添える釘を挿入しておき、

そのまま硬化させた。その後、海中へ運搬し、L字

型金具に空いた穴に釘を打って設置した。鉄の基盤

には元々穴が空いていたので、隙間から釘を打ち込

み設置した。サンゴ岩には釘を直接打ち付けた。全

ての基盤において、移植断片を添える釘の長さは、

海中に出ている部分を３分の２程度とした。

1999年９月３日、枝状のスギノキミドリイシ

Acropora formosaの群体（約3×1.5m）から、先

端部より10㎝の長さの断片を計40本折り取った。各

基盤には５㎝の間隔でコンクリート釘を打ち、それ

に断片を添え、断片の下部から１㎝のところをケー

ブルタイで固定した。移植後、各基盤における断片

の損失率（＝脱離により損失した断片数／全移植断

片数）、固着率（＝基盤に固着した断片数／全移植

断片数）、枝長、堆積物量を測定した。

●結果

各基盤における移植断片の損失率を図１に示す。

移植後1ヶ月以内に台風が来襲したが、コンクリー

トブロックとフェライトコンクリートの基盤に移植

した断片は損失しなかった。一方、サンゴ岩に移植

した断片の４分の３は釘ごと抜け落ちていた。落ち

た断片は基盤のすぐ傍で重なり合い、移植2年後に

は大きな群体に成長していた。素焼きの基盤では4

分の3が、鉄の基盤では断片の半数が、釘ごと抜け

落ちていた。全ての基盤において、ケーブルタイが

原因で断片が釘から外れたものは無く、移植１ヵ月

後には莢肉部がケーブルタイを覆っていた。

各基盤における移植サンゴの固着率を表１に示す。

移植２ヶ月後には、コンクリートブロックとフェラ

イトコンクリートに移植した断片の約9割が固着し

ていた。素焼きタイルとサンゴ岩では、断片の半数

が固着していた。一方、鉄の基盤では29％しか固着

しておらず、一旦固着した断片も基盤が錆びるにつ

れて剥がれてしまった。

移植断片の枝長（図２）は、コンクリートブロッ

クが一番長くなった。移植後１ヶ月間で基盤間に差

が見られたが（Kruskal-Wallis test, p<0.05）、それ

以降は見られなかった。移植後１ヶ月間に出芽した

31

みどりいし, (14):31-33.(2003)

サンゴの移植に適する基盤

Appropriate artificial substrates for coral transplantation N. Okubo

大久保奈弥
東京工業大学大学院



頂端ポリプ数 （図３）に差は見られなかった

（Kruskal-Wallis test, p>0.05）。移植8ヶ月後の観察

では、各基盤に残っていた全ての断片は枝が伸びて

接触しあい、融合していた。

移植１ヵ月後の観察では、素焼きの基盤に一番多

くの藻類が付着していた。一

方、コンクリートブロックと

フェライトコンクリートには

ほとんど付着していなかった。

移植後2ヶ月間に溜まった

堆積物の量（表２）は、素焼

きの基盤が一番多く、コンク

リートはほとんどなかった。

基盤間で堆積物粒子の大きさ

は異なっており、内訳（括弧

内）を見てみると、素焼きの

基盤は500μm－1mmと500

μm未満が半々で、自然のサ

ンゴ岩の基盤とほぼ同じであっ

た。フェライトコンクリート

とコンクリートではほとんど

が500μm以下の堆積物であっ

た。但し、基盤上の堆積物量

と移植断片の固着率に相関は

見られなかった。

2000年6月、移植後初めて

の一斉産卵期には、コンクリー

トとフェライトコンクリート

と素焼きの基盤に移植した断

片の全てが産卵した。

●考察

移植断片が損失した理由は全て、基盤から釘が抜

け落ちたためである。作製時に釘を入れて硬化させ

たコンクリートの基盤では、移植直後の台風にも拘

わらず、損失率は0%であった。一方、サンゴ岩で

は断片の損失率が75％と高く、サンゴ岩への釘の打

ち込みが浅かったことが原因と考えられた。同じサ

イズの断片をサンゴ岩に移植した他の実験では、釘

を半分以上打ち込んだため、断片の損失は見られな

かった（大久保・大森 2000）。サンゴ岩はコンクリー

トに比べて柔らかく、台風等の物理的撹乱で、釘の

周りが削れて自然と抜け落ちてしまうことがある。

そのため、移植断片の固定に釘とケーブルタイを用

いる場合、釘を基盤にしっかりと固定させることが
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表１. 各基盤における移植渦ヶ月後の断片の固着率
（固着率）＝（基盤に固着した断片数）／（全
移植断片数）

基盤の材質 固着率（％）

コンクリート
フェライト

素焼き

サンゴ岩
鉄

88

88

50

50

29

図１. 各基盤における移植断片の損失率

図２. 各基盤における移植断片の成長
サンゴ岩に移植した断片は損失数が多いため削除。何らかの原因で断片が削れて移植時
よりも短くなった場合は、マイナス成長とした。



一番重要であるため、水中ボンド等を利用して、釘

と基盤を完全に接着させるのが良いだろう。

移植断片の固着率が高かったのはコンクリートと

フェライトコンクリートである。コンクリートと違

い、フェライトコンクリートでは断片を移植するた

めの釘を後から打ち込んだ。そのため、素焼きや鉄

やサンゴ岩と同様、釘が基盤から外れ落ちる可能性

があった。それにも拘わらず、フェライトコンクリー

トに移植した断片の損失率は低く、固着率はコンク

リートと同様に高かった。池田・岩尾（2001）は、

産業副産物である石炭灰をコンクリートに混ぜて移

植基盤とし、A. formosaの10cm断片を本実験と同

じ方法で移植した。その結果、固着率は通常のコン

クリートに移植した断片とほとんど変わらなかった。

これらの結果から、コンクリートを用いた基盤には、

サンゴが固着しやすいのではないかと考えられる。

移植後1ヶ月間の成長速度が高かったのは、コン

クリートに移植した断片だった。他の基盤より固着

率が高いので、波浪などで断片が揺り動かされるこ

と無く安定していたことが原因の一つかもしれない。

卵母細胞を持っていない9月に移植した10cmの断

片が産卵したのは、移植断片を植える間隔が短かっ

たため、互いに融合して産卵可能な大きさの群体に

なったからだと考えられる。本実験と同じく、卵母

細胞を持っていない8月に10cmの断片を移植し、断

片が互いに融合せず、独立で成長した場合、次年度

に産卵したものはなかった（大久保・大森 2000 ,

大久保ら 2001）。また、同じドナー群体から採取し

た断片同士は成長して融合するため、波浪等の物理

的撹乱に対しても頑丈な群体となる。そのため、断

片間の間隔はある程度近いほうが良い。

以上の結果から、本実験で用いた基盤の中ではコ

ンクリートが最も移植に適すると考

えられた。堆積物量が少なく、藻類

も生えにくいことから、移植後の基

盤への幼生加入を考えた上でも適す

るだろう。今後、どのような移植基

盤を用いて事業を行うにしても、断

片を基盤へしっかり固定することが、

その後の損失率や生残率にとって一

番重要である。
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図３. 各基盤における移植断片の出芽数
サンゴ岩に移植した断片は損失数が多いため削除。

表２. 各基盤上の移植後2ヶ月間の堆積物量
単位は㎎/㎝2、（ ）内は％。部分的に穴の空いた鉄の基盤の堆積物量は測定不
可のためデータ無し。

基盤の
素材

堆積物の粒子の大きさ
合計

500μm未満 500μm‐1mm 1mm以上

素焼き

フェライト

サンゴ岩

コンクリート

0.94(48)

0.94(94)

0.40(50)

0.04(100)

0.94(48)

0.05(5)

0.40(50)

0   (0)

0.07(3)

0.01(1)

0   (0)

0   (0)

1.95

0.99

0.79

0.04




